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1 ．飛騨市の概要
　本市は、岐阜県の最北端に位置し、北は富山
県、南は高山市、西は白川村に接し、岐阜市から
約150㎞、高山市の北約15㎞の位置にあり、面積
は792.31㎢でその約92％を森林が占めており、周
囲を3,000ｍを越える北アルプスや飛騨山脈など
の山々に囲まれた地域です。
　平成16年 2 月 1 日に、旧古川町、旧河合村、旧
宮川村、旧神岡町の 2町 2村が合併し、飛騨市が
誕生しました。（図－ 1）
　飛騨市は水との関わりが深く、市章（図－ 2）
にも「水と木の文化薫る四地域が響き合い、市民
や他の地域、そして世界へ発信する様子（活力）」
が表現されており、古川町の朝霧、河合町の雪、

宮川町の豊かな水、そして神岡町の最新技術（ニ
ュートリノが発見されたスーパーカミオカンデ
等）を支える水など、四地域をつなげる「水」に
着目し、波紋や年輪をモチーフとして立体的で現
代的なシンボルとしております。

災害復旧事業によせて

平成16年災
宮川水系災害復旧助成事業について

岐阜県飛騨市長
井　上　久　則

図－ 1　飛騨市の位置

図－ 2　飛騨市の市章

写真－ 1　三寺参りの瀬戸川の風景（古川町）

　また、白壁土蔵に沿って流れる古川町の瀬戸川
には、春から秋にかけて色とりどりの鯉が泳ぎ、
冬には三寺参りの願いを込めた灯籠が流れるな
ど、飛騨市の観光名所となっております。（写真
－ 1）

（神通川水系宮川河川整備促進期成同盟会会長）
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2 ．台風23号災害
　飛騨市が合併したばかりの平成16年、新たな市
政を行政と住民が手探りで模索する中、台風23号
は、西日本を縦走し各地に甚大な被害をもたらし、
岐阜県内、特に飛騨圏域では、宮川流域において
10月19日の朝より雨が降り始め、20日の夕方から
深夜にかけてその勢いがピークとなりました。高
山測候所では20日20時に時間雨量56.6ミリ、24時
間雨量256.6ミリと観測史上最大値（概ね50年に
一度発生する規模）を記録しました。（図－ 3）

　この洪水時の水位は、宮川の古川大橋観測局に
おいて、20日16時以降に急激に水位が上昇し、18
時には警戒水位に達し、22時には計画高水位を
0.8ｍ上回る4.78ｍに達しました。（表－ 1）
　翌日、日が上るにつれ、被災の状況も見て取れ
るようになり、その惨状に愕然としたのを覚えて
います。河川から農地や道路に溢れ出た大量の土
砂、押し流されてきた大木やその他の残骸、形を
変えてしまった河の流れ。その被害の範囲は、宮
川水系上流部の高山市清見町から国府町、またそ
の下流に位置する飛騨市古川町、河合町、宮川町
の各地に及び、家屋の流失、床上・床下浸水、河
川堤防や護岸・生活道路の決壊崩落、地域の生活
を支える JR高山本線の鉄道橋、線路流失など飛
騨地域管内で公共土木施設700箇所余りもの甚大
な被害をもたらし、被害総額147億円余に上りま
した。（写真－ 2）

図－ 3　平成16年10月20日の等雨量線図

飛騨市役所

高山市役所

表－ 1　宮川（古川地区）の水位経過グラフ

　この豪雨により、それぞれの支川から増水した
濁流が宮川に流れ込み、各地で溢水を繰り返しな
がら流れ下る濁流の勢いとそのスピードはいまだ
かつて経験したことがなく、不安におののくこと
しかできない状況でした。 写真－ 2　JR鉄道橋の流失（宮川町地内）
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　呆然としつつも日常生活を取り戻すために、住
民が支えあって復旧に取り組み始めました。地域
の住民はもとより、被災直後から、国土交通省、
岐阜県を始めとする関係機関皆様の迅速な対応に
より、即時の情報収集と災害対策に着手していた
だき、緊急輸送路の確保、通信・電力の復旧、浸

3 ．災害復旧助成事業について
　今回の洪水では、宮川に加え、瓜巣川、川上川、
牧谷川及び大楢谷川といった支川も大きな被害を
受けました。これらの河川では本川、支川の一体的
な治水対策として、流域全体での治水安全度を向
上させる「水系型助成事業」により、治水安全度の
確保を図る計画が立案され、平成16年度に「宮川水
系災害復旧助成事業」として国の事業採択を受け、
今回の災害要因解消と今後の対策のため、宮川圏
域河川整備計画に基づき宮川水系の 5河川約44㎞
を一体的に整備することとし、岐阜県が 5カ年で
151億円余りを投入する事業に着手されました。
　本川、支川の一体的な治水対策として、引堤や
護岸の施工に際しては現況の河床をそのまま残
し、また全面的な河床掘削が必要な箇所では瀬や
淵をつくり、被災前と同じ自然豊な環境となるよ
う配慮しながら、河床掘削、河道拡幅、護岸整備
工事、天神堰及び大久古堰（写真－ 7）などの大
規模施設の改築工事などが実施されました。
　実際の工事にあたっては、地元住民や有識者に
よる検討組織を立ち上げ、どのように自然豊かな
環境を復元するかを検討し、創出する瀬や淵の形
状や樹木の復元などについても、被災前の川の状

写真－ 3　流されてきた土砂とゴミ（河合町地内）

写真－ 4　住宅の復旧状況（古川町地内）

写真－ 6　ボランティアによる復旧状況（ゴミの処分）

写真－ 5　復旧の際に集められたゴミ

水住宅に対する防疫対策、ボランティア職員の派
遣等、想定されたあらゆる面で市民の日常生活確
保のために支援活動を行っていただきました。非
常にありがたく、また心強く感じたのを覚えてい
ます。（写真－ 3～ 6）
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4 ．今後に備えて
　盆地である当市は、平地では洪水、中山間地で
は土砂災害の不安があり、大雨に対し、各地域で
のそれぞれの対応が必要となっております。
　近年の異常気象に対応するため危機管理体制の
強化促進を図り、大雨により河川が氾濫した場合
にも迅速に避難ができるよう、浸水想定区域とそ
の水深及び避難場所などを示した洪水ハザードマ
ップを作成、公表しております。（図－ 4）
　また、土砂災害に対しては警戒区域、特別警戒
区域を県下他市町村に先駆けて公表し、地区ごと
での避難場所及び経路の確認が行われ、地区版ハ
ザードマップの作成を進めるなど、日頃より災害
に強い街づくりを強化しているところです。

　最後に災害復旧に際し、国土交通省、岐阜県を
はじめ、ご尽力、ご協力いただきました関係各位
に対しまして、衷心より敬意と感謝をいたします
とともに、今後も国土保全のための治水対策事業
の一層の推進をお願い申し上げます。

写真－ 7　改築された大久古堰

況を良く知る地元の方々のアドバイスを頂き工事
が進められました。
　これにより概ね20年に 1度の洪水を安全に流下
させることのできる安全度の確保が図られ、大き
な傷跡を残した23号台風と同じ規模の洪水が発生
した場合でも、床上浸水被害が 0戸となるように
流下能力が大きく向上し、住民が安心して生活で
きるよう、治水施設の充実が図られました。

図－ 4　古川町洪水ハザードマップ
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災害最前線

迅速な災害復旧に向けた

これまでの災害に対する国土交通省の取り組み
国土交通省河川局防災課　

　「平成21年 7 月中国・九州北部豪雨」、「台風第 9号」
「平成21年 8 月11日に発生した駿河湾を震源とする
地震」による災害に対して国土交通省が行った支援
状況をとりまとめました。

●緊急災害対策派遣隊員（TEC-FORCE 隊員）等
の派遣
　上記 3つの災害に対して、被害状況の迅速な把握、
被害の発生及び拡大の防止、被災地の早期復旧に向
けた技術的支援等のため、緊急災害対策派遣隊、専
門家、リエゾン※を約1,120（人・日）派遣しました。
　・リエゾンの派遣 のべ約　140（人・日）
　・緊急災害対策派遣隊員（TEC-FORCE 隊員）

の派遣 のべ約　940（人・日）
　・専門家の派遣 のべ約　 40（人・日）
　　　　　合　計 のべ約1,120（人・日）

●災害対策用機械や通信機器等の災害対策資機材の
派遣
　上記 3つの災害に対して、災害対策用ヘリコプタ
ーによる上空からの現地被災調査、衛星通信機材に
よる被災箇所の映像監視、浸水や浸水する恐れのあ
る箇所での排水ポンプ車による排水作業、夜間作業

のための照明車を派遣しました。
　・災害対策用ヘリコプター
　・排水ポンプ車
　・照明車
　・衛星通信車
　・Ku-SAT（可搬型衛星通信システム） など
　「平成21年 7 月中国・九州北部豪雨」による災害
に対して、山口県からの要請を受け、国道262号（上
勝坂橋）の復旧にあたり、応急組立橋梁を活用した
仮復旧の方針を策定しました。（ 7月28日）

●高速道路の無料化 （ 7 月26日～）
　「平成21年 7 月中国・九州北部豪雨」により被災
した国道262号の通行止めに対し、山口県からの要
請を受け、NEXCO西日本と調整し、高速道路（防
府西 IC～山口 IC 間）を無料化し、迂回路の渋滞を
緩和しました。

●　直轄砂防災害関連緊急事業の着手（ 7月31日～）
　「平成21年 7 月中国・九州北部豪雨」による山口
県防府市で発生した土石流災害に関して、直轄砂防
災害関連緊急事業として 5カ所約16.9億円に着手し
ました。

「平成21年 7 月中国・九州北部豪雨」、「台風第 9号」、「駿河湾を震源とする地震」の災害に対する支援状況について

　※リエゾン：国土交通省職員が県や市町村に直接赴き支援の調整等を実施
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1 ．はじめに
　沖縄県は平成21年 5 月18日の梅雨入り後、まとま
った雨に恵まれず、沖縄県の水がめである沖縄本島
北部のダム貯水率も50％を下回る状況にありました。
　平成21年 6 月12日、今年初の梅雨前線による大雨
洪水警報発令に伴う夜間待機となりました。
　ここ数週間『今年の梅雨は雨が少ないなぁ』そん
な会話が続いたものの、沖縄県における平成21年災
害第 1号の連絡が海岸防災課へ入りました。
　平成21年 6 月11日から、沖縄県は記録的な豪雨に
見舞われ、多くの浸水や土砂災害等の被害がありま
した。
　被害に遭われた方々にはこの紙面をお借りして心
よりお見舞い申し上げます。

2 ．災害発生の気象状況
1 ）気象概況
　 6月11日～16日の期間は梅雨前線が沖縄本島地方
にほぼ停滞し、南からの暖かく湿った空気が流入し
ていました。前線付近では発達した積乱雲を含む活
発な雨雲が次々に発生し、各地で大雨となりました。
（図 1 - 1 、1 - 3 ）
　 6月25日～26日の期間も同様に梅雨前線による豪
雨が発生し、特に沖縄本島北部は局地的な強い雨と
なりました。（図 1 - 2 、1 - 4 ）

2 ）県内の降雨状況
　６月11日から降り出した雨は、沖縄本島北部の東
村で最大24時間降水量が165㎜を観測し、沖縄本島

沖縄本島

沖縄本島 沖縄本島

図 1 - 1 　 6 月13日 天気図

図 1 - 3 　 6 月13日 衛星写真
気象協会提供　　　

沖縄本島

図 1 - 2 　 6 月25日 天気図

図 1 - 4 　 6 月25日 衛星写真
気象協会提供　　　

平成21年 6 月 梅雨前線豪雨に伴う
災害状況について

沖縄県土木建築部海岸防災課　
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中部の読谷村では213.5㎜を観測しました。
　また、 6月25日からの雨では、沖縄本島北部を中
心に最大24時間降水量が100㎜を超える値を観測し、
最大 1時間降水量は、本部町で53.5㎜の非常に激し
い雨を観測しました。
　こうした状況を受け、県内各地に大雨・洪水警報
が発令され、沖縄気象台と沖縄県の共同発表により
土砂災害警戒情報も各地に発令されました。

3 ．公共土木施設被害
1 ）施設の被害状況及び応急工事
　今回の梅雨前線豪雨により、県内各地で公共土木
施設が被災しました。

【 6月11日～16日】梅雨前線豪雨被害状況
　沖縄県北部の、一般国道 国道331号（写真 1 - 1 ）
では道路法面が崩壊し道路を完全に塞ぐ状況であり

※等雨量線図（最大時間雨量）と災害箇所の関係

写真 1 - 1 　国道331号 被災直後
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ました。
　本線を管理している沖縄県北部土木事務所では、
崩土内に埋没した車両等がないかを緊急に調査し、
その後、一般交通を早期に開放するための応急工事
（崩土撤去）を実施しました。（写真 1 - 2 ）
　その結果、迅速に、片側交互通行での一般交通を
確保しました。（写真 1 - 3 ）
　その他、沖縄本島北部の名護市普通河川ゲーヤ川
では河川護岸の崩壊（写真 2）が発生しました。
　沖縄本島中部の西原町では町道の道路路肩が崩壊
する被害も発生（写真 3）し、崩壊した土砂の中か
ら戦時中の不発弾も発見され新聞等でも報道されま
した。
　災害復旧においても、去る大戦で残された不発弾
に対する対応は重要かつ不可避な対策となっており
ます。

写真 1 - 2 　国道331号 応急工事状況 写真 1 - 3 　国道331号 応急工事後

○トピック

【写真 1 - 1 で紹介した一般国道 国道331号における地層について】
　底仁屋にある嘉陽層の褶曲（しゅうきょく）は、東海岸の東端近くに位置する嘉陽から底仁屋にぬける国道331号
の旧道にみられます。その旧道の削り取られた崖に、大きく褶曲した地層が現れています。褶曲というのは、地
層が曲がりくねった状態をいいますが、底仁屋の褶曲のように、曲がりくねり、さらにおりたたまれ横倒しにな
っている褶曲を横臥褶曲（おうがしゅうきょく）といって、大変珍しいものです。
　嘉陽層という地層は、沖縄島中部以北の東側に分布しています。砂岩・泥岩・
層内礫岩および礫岩をともない、それらが交互に重なっている地層のことで、新
生代第三紀（ほぼ6500万年～2500万年前までの4000万年間）に3,500～5,500ｍの
深い海に堆積したものです。
　現在は、県内の各高校の地学実習の場として利用されています。

※名護市役所 ホームページより

　また、沖縄本島中部の中城村でも村道の道路路肩
崩壊の被害が発生しました。（写真 4）

【 6月25日～26日】梅雨前線豪雨被害状況
　沖縄県北部の、一般県道 県道 2 号線では道路法
面が崩壊しました。
　本線は、国道と主要県道を結ぶ補助幹線道路であ
り、沖縄県北部地域住民の生活道路として、その重
要度は高く、また緊急輸送道路としても位置づけら
れております。
　本線では、崩壊後の法面に、滑落の危険性がある
崩土が残存しており、応急工事として仮設土留め壁
（写真 5 - 1 、5 - 2 ）を設置し、迅速に、片側交互通
行での一般交通を確保しました。
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写真 2　名護市 ゲーヤ川 被災状況 写真 3　西原町 棚橋 9号線 被災状況

写真 4　中城村 公園線 被災状況

写真 5 - 1 　県道 2号線 応急対策状況 写真 5 - 2 　県道 2号線 応急対策状況
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2 ）災害査定に向けた準備
　最初の被災から10日後（ 6月25日）には、国土交
通省河川局防災課審査係で事前協議を行い、復旧方
法等多岐にわたるご指導を頂きました。

3）災害調査
　 7月10日別業務にて沖縄を訪れていた国土交通省
河川局防災課　横田災害査定官には、特別に時間を
割いて頂き、災害現場の現地調査をお願いしました。
　被災現場の状況や復旧工法に関するアドバイスを
頂きました。（写真 6 - 1 、6 - 2 ）

4 ．今後に向けて
　 8月 5日～ 7日　沖縄県平成21年第 1次査定は、
台風 8号暴風雨の中、国土交通省河川局防災課横田
災害査定官をはじめ、現場対応をして頂いた多くの
方々のご協力のもと無事終了することができまし
た。
　横田査定官は、御自身が「台風を連れてきたのか
な」等とおっしゃっておりましたが、現地査定の時
は雨が止み、横田査定官の御利益にも授かりました。
　この紙面をお借りして感謝申し上げます。

写真 6 - 1 　災害調査状況（ 7月10日） 写真 6 - 2 　災害調査状況（ 7月10日）

B 5 判　総頁約1,200頁　上製本　頒価5,900円（消費税込み）　送料協会負担

災害復旧工事の設計要領（平成21年版）

〔主な改訂内容の概要〕

⑴　歩掛について
　　災害査定用設計歩掛が準拠している土木工事標準歩掛（国土交通省）において、平成21年度は「鋼管・既製
コンクリート杭打工（中掘工）」など11工種の全面改正が行われた他、12工種において一部改正が行われました。
⑵　間接工事費について
　　共通仮設費、現場管理費の率分に大都市補正が追加されました。
⑶　その他
　　表現方法の統一による一部改正が194工種で行われました。

第Ⅰ編　一般事項
第Ⅱ編　共 通 工
第Ⅲ編　河　　川

第Ⅳ編　道　　路
第Ⅴ編　そ の 他
第Ⅵ編　参考資料

新刊ご案内 平成21年 7 月発刊
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「防災フェア2009 in はままつ」の開催について

　 8月30日（日）から 9月 5日（土）までは防災週間で
す（昭和57年閣議了解）。
　この期間を中心に、全国各地で展示会、講演会、
訓練など、国民の防災意識の高揚と、防災知識の普
及・啓発のための様々な取り組みが行われます。
　この防災週間の行事の一環として、内閣府、浜松
市、防災推進協議会の共同開催で、 8 月21日（金） 
より下記のとおり「防災フェア2009 in はままつ」
が開催されました。（㈳全国防災協会も防災推進協
議会のメンバーとして参画しています）
　28回目となる本年は、東海地震や東南海地震など
の災害に備え、市民の安全と安心の確保に取り組
み、災害に強いまちづくりを進めている浜松市にお
いて、防災に関する展示や体験を通じ、災害時の心
構えや日頃の備えなど、減災の重要性を広くアピー
ルすることができたフェアとなりました。

記
1 ．期間等　平成21年 8 月21日（金）～ 8月24日（月）
　テーマ：「いまこそ、災害への関心を自助・共助

の行動へとつなげよう！」
～あなたの行動と地域のつながりで
高める防災力～

2 ．会　場
　浜松駅北口広場周辺及びアクトシティ浜松など
3 ．主催等
　主　　催：防災フェア2009実行委員会（内閣府、

浜松市、防災推進協議会）
（※防災推進協議会は昭和57年設立、日本

赤十字社、㈳全国防災協会など68団体で

構成）

　後　　援：警察庁、総務省、総務省消防庁、文部
科学省、厚生労働省、農林水産省、経

オープニングセレモニー（写真提供：浜松市（以下同））
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済産業省、国土交通省、気象庁、海上
保安庁、防衛省、静岡県

　協　　力：国土交通省中部地方整備局、静岡地方
気象台、静岡県、静岡県警察本部、西
日本電信電話株式会社静岡支店、株式
会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ東海支店、
日本赤十字社静岡県支部、日本放送協

会静岡放送局浜松支局、中部ガス株式
会社浜松支店、中部電力株式会社浜松
営業所、浜松商工会議所、東海旅客鉄
道株式会社浜松駅、浜松市社会福祉協
議会、災害ボランティアコーディネー
ター
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4 ．事業概要
○オープニングセレモニー
　日　時： 8月21日（金）　13：30～
　場　所：浜松駅北口広場キタラ
　出　席：防災担当大臣、はままつ市長、防災推進

協議会会長（日本赤十字社社長）ほか

　主なイベント内容は下記ポスターをご参照下さ
い。
5 ．その他
　防災フェアの詳細については、後日内閣府（防災
担当）よりホームページ等で公表されますのでご参
照下さい。
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主催者挨拶：防災推進協議会 会長 近衛 忠輝

主催者挨拶：浜松市長 鈴木 康友 主催者

来賓者

　主催者挨拶：防災担当大臣
　　　　　　　　（代理 内閣府政策統括官 大森 雅夫）

　来賓挨拶：静岡県知事
　　　　　　　（代理 静岡県危機管理監 小林 佐登志）
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降雨体験車（レインボー号）

演奏：浜松市消防音楽隊

各種団体の展示会場

防災グッズ等の展示 ⑴

防災グッズ等の展示 ⑵

親子による降雨体験の様子
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水消火器の体験

起震車の体験乗車

防災クイズ大会「防災ものしり博士」

説明を熱心に聞き入る参加者

災害対策車両の体験乗車

災害対策車の展示
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1 ．趣　　旨
　我が国は、その位置、地形、地質、気象等の自然
的条件から、台風、豪雨、豪雪、洪水、土砂災害、
地震、津波、火山噴火等による災害が発生しやすい
国土となっている。
　昨年は、 6月の岩手・宮城内陸地震、 7月の岩手
県沿岸北部を震源とする地震が相次いで発生すると
ともに、 7月から 8月にかけて平成20年 8 月末豪雨
や局地的大雨の発生などにより、全国各地で被害が
発生した。また、本年も、平成21年 7 月中国・九州
北部豪雨などにより大きな被害が発生している。
　災害の未然防止と被害の軽減を図るためには、こ
れらの災害から得られた教訓を的確に活かし、平素
より災害時における被害軽減に対する備えを充実強
化するとともに、災害時に迅速かつ適切な防災活動
を繰り広げ、被災後の円滑な復旧・復興を可能とし
ていくことが重要である。
　東海地震、東南海・南海地震、日本海溝・千島海
溝周辺海溝型地震、首都直下地震の発生が懸念され
ている中、さらに近年の度重なる自然災害や事件・
事故により、安全・安心の価値がこれまでになく社
会の中で認識されるようになっている。自然災害か
らの安全・安心を得るためには、国民一人一人や企
業等の発意に基づく「自助」、地域の多様な主体に
よる「共助」、国・地方公共団体による「公助」の
連携が重要である。個人や家庭、地域、企業、団体
等が日常的に減災のための行動と投資を息長く行う
国民運動を展開するため、中央防災会議では「災害
被害を軽減する国民運動の推進に関する基本方針」
（平成18年 4 月21日）を決定した。
　日頃からの具体的な「備え」を実践する国民運動
の裾野をさらに拡大し、社会全体における防災力を
向上させるため、以下のとおり、国、関係公共機関、
地方公共団体及びその他関係団体等の緊密な連携の
下に、防災に関する各種の行事を全国的に実施する。
　なお、国民運動の一環でもある防災訓練の実施に
当たっては、「平成21年度総合防災訓練大綱」（平成
21年4月21日中央防災会議決定）によるものとする。

2 ．実施期間
　平成21年 8 月30日㈰から 9月 5日㈯

3 ．実施主体
　国、関係公共機関、地方公共団体、その他関係団体

4 ．実施事項
　国、地方公共団体等は、災害が発生した場合、災
害応急対策から、災害復旧・復興までの一連の対策
を迅速かつ円滑に行うための備えを十分に行う必要
がある。一方、国民は、平常時より災害に対する備
えを心がけ、発災時には自ら身の安全を守るととも
に、地域住民及び企業が連携してお互いに助け合う
ことが非常に重要である。
　国、地方公共団体等は、こうした「自助」、「共助」、
「公助」それぞれが適切に役割を果たすよう、「災害
被害を軽減する国民運動の推進に関する基本方針」
及び「平成21年度総合防災訓練大綱」に基づき、行
政における十分な準備と訓練を行うとともに、国民
に対する防災知識の普及・啓発を図り、国民運動を
推進することが必要である。
　これらを踏まえて、本防災週間においては、地域
の実情に応じて、次に掲げるような、防災週間の趣
旨にふさわしい内容の行事を実施するものとし、国
は、関係公共機関、地方公共団体及びその他関係団
体等に対して協力を要請するものとする。

⑴　重点事項
①　災害に共通する課題
ａ　自ら身の安全を守る備えと行動、近隣の負傷
者・災害時要援護者への支援・救助等自主防災
の重要性の周知
ｂ　実施主体間の連携確保と日常的な防災活動の
重要性の周知
ｃ　食料・飲料水の備蓄、地域特性を踏まえた防
災教育の充実等の国民に対する防災知識の普
及・啓発
ｄ　地域・学校・職場等における防災意識を災害

〔参考〕平成21年度「防災週間」の実施について

平成21年 8 月 7 日　　
中央防災会議決定　
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時の行動に結びつけ、被害減少のための予防的
な取組を積極的に加味した実践的な防災訓練の
実施
ｅ　防災情報の迅速かつ確実な伝達及び提供の実
施

②　災害ごとの課題
1) 震災対策
ａ　発災時の安全確保と避難方法の周知
ｂ　震災時の出火防止・初期消火等の重要性の周
知
ｃ　ハザードマップ、防災マップ等の作成と住民
への周知、建物の耐震診断・改修や家具・家電
製品の固定等の住宅における地震対策の重要性
等の知識の普及
ｄ　緊急地震速報の特性と受信時の対応行動等の
周知
ｅ　地震災害に対応した防災訓練の実施
2) 津波災害対策
ａ　住民及び船舶等に対する津波の危険性や避難
方法の周知
ｂ　津波ハザードマップや津波避難ビル等のガイ
ドラインの作成と住民への周知
ｃ　津波災害に対応した防災訓練の実施
3) 風水害対策
ａ　洪水による浸水想定区域、内水浸水想定区域、
土砂災害警戒区域、土砂災害危険箇所や避難場
所・避難路等を明らかにした各種ハザードマッ
プ等の作成と住民への周知
ｂ　地下空間の浸水等新たな都市型水害に対する
危険性の周知
ｃ　高潮の危険性や避難方法、ハザードマップ等
の作成と住民への周知
ｄ　風水害に対応した防災訓練の実施
ｅ　河川等の水辺利用者に対する情報提供及び自
助意識の啓発

4) 火山災害対策
ａ　火山噴火の危険地域を明らかにしたハザード
マップ等の作成と住民及び観光客への周知
ｂ　火山災害に対応した防災訓練の実施
5) 事故災害対策
ａ　原子力災害、危険物等災害、鉄道災害等の事
故災害に対応した防災訓練の実施
ｂ　地域の特性を踏まえた災害想定の周知と住民
の支援体制の確立

⑵　実施する行事等
　本「防災週間」を中心とする期間内に実施する行
事等は次のものとする。
①　実施主体は連携を強化し、より実践的な防災訓
練等を行うものとする。特に東海地震、東南海・
南海地震、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震、
首都直下地震等の大規模地震を想定した地域にお
いては、広域的ネットワークを活用した訓練や地
方公共団体間の緊密な連携の下に地方公共団体相
互で締結されている協定等に基づく広域応援訓練
の実施に努めるものとする。
②　防災意識の高揚及び防災知識の普及・啓発のた
め次の行事等を実施する。
ａ　防災フェア等展示会の開催
ｂ　講演会、セミナー、研修会の開催
ｃ　映画・ビデオ上映会、災害の体験談を聞く会、
防災センター等における災害擬似体験、キャン
プ等による避難生活体験、防災体験ツアー、防
災マップづくり体験、その他の教育啓発活動
ｄ　テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、広報誌、イン
ターネット、携帯電話、コミュニティ放送等多
様な手段の活用による広報活動
ｅ　ポスター、立看板、懸垂幕の掲示
ｆ　パンフレット、リーフレット、災害の危険箇
所や避難場所等について明らかにした防災マッ
プ等の配布
ｇ　標語、図画等の募集
③　災害への備えに関する次の事項について家庭、
事業所等への普及・奨励等を行う。
ａ　災害発生時における、様々な状況下（家屋内、
路上歩行時、自動車運転中等）においてとるべ
き行動の学習
ｂ　家具・家電製品等の転倒・収納物の落下に対
する防止対策の重要性の周知
ｃ　建物の耐震診断及び補強の実施並びに耐震診
断に対する地方公共団体等の助成制度、耐震化
された公共建築物のリストの公表等公共建築物
の耐震性に関する情報、被災建築物応急危険度
判定活動等の周知
ｄ　警報・注意報、東海地震に関連する情報等の
発表時にとるべき行動の確認及び防災マップ等
による避難所の位置や経路の把握
ｅ　非常用持出品（救急箱、懐中電灯、ラジオ、
乾電池等）の準備
ｆ　 2～ 3日分の食料、飲料水等の備蓄
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ｇ　家族内及び事業所内における安否確認の連絡
方法の確認及び避難場所等でとるべき行動の学
習
ｈ　初期消火、顧客の避難誘導、負傷者・災害時
要援護者救助の心構えと準備
ｉ　ライフラインの途絶に備えた対応の確認（電
気、ガス、上下水道、通信等）
ｊ　コンピュータ、情報通信ネットワークシステ
ム等の保守点検及び機能停止に備えた代替手段
の確認
ｋ　自主防災活動の実施・参加及び消防団活動へ
の参加・協力並びに地域住民と事業所従業員等
と連携した防災訓練の実施
ｌ　自主防災組織や次の事業所等における防災の
ための施設、設備及び資機材の点検
－危険物を有する石油コンビナート等の事業所
－電気、ガス、上下水道、通信等のライフライ
ン関係及び廃棄物処理関係事業所
－ターミナル駅、高層ビル、地下街、ホテル、
百貨店、劇場、遊園地等不特定多数の者が出
入りする施設や事業所
－病院、社会福祉施設等の施設
ｍ　地震保険加入の促進活動
ｎ　企業における、災害時に備えた中枢機能・情
報システムのバックアップ、ライフライン系統
の多重化、要員の確保等、事業継続計画（BCP）
の策定
ｏ　緊急地震速報を広く一般の利用に供するた
め、緊急地震速報の特性と限界の周知、及び受
信時に利用者がとるべき行動等についての学習

④　防災に関し、災害時の防災活動の実施、防災思
想の普及又は防災体制の整備の面で貢献した団体
や個人（ボランティアや企業等も含む。）への表
彰を行う。

⑶　行事等実施に当たっての留意事項
①　地域における災害事例、防災体制、防災意識及
び防災活動等の実情を踏まえ、かつ、阪神・淡路
大震災、新潟県中越地震を始めとする大規模地震
や近年の雪害・水害・土砂災害等の経験と教訓を

活かした効果的な行事となるよう努めること。
②　若年層や災害時要援護者を含めた幅広い層の住
民の防災意識や災害時の行動力の向上に資するた
め、新技術の積極的な活用や体験性・ゲーム性を
加味した種々の行事を組み合わせ、多くの住民が
興味や関心をもって参加・体験でき、身近な防災
活動に活かせることができるような実践的な内容
となるよう努めること。
③　防災に係る既存の各種訓練や運動等の関係行事
と有機的関連を保持しつつ、相互の効率を上げる
よう努めること。その一環として、自衛隊、海上
保安庁等国の機関と地方公共団体及びその他関係
団体等との連携や情報連絡の緊密化等が、地域の
実情に応じて更に円滑に行われるよう配慮するこ
と。
④　高齢者、障害者、外国人、乳幼児等、災害時要
援護者に十分配慮し、地域において災害時要援護
者を支援する体制が整備されるよう努めること。
また、災害時要援護者関連施設に対する的確な情
報提供や地域と一体となった警戒避難体制の確立
等への取組が更に推進されるよう努めること。
⑤　自主防災組織やボランティア等の活動との協調
に配慮すること。
・地域の危険箇所等の情報を住民に分かりやすく
周知するとともに、研修や訓練の実施等を通じ
て住民の防災活動の活性化を図ること。
・災害時における企業の果たす役割（顧客・従業
員の安全、二次災害の防止、経済活動の維持、
地域社会への貢献）の大きさにかんがみ、各企
業がその役割を十分に認識して更に防災活動を
推進するよう、企業の防災意識の高揚等に努め
るとともに、行事の実施に当たっては、積極的
な企業の参加を得るようにすること。
・建築、法律、救助、労働安全衛生等の専門分野
についての深い知識や技能を持ったNPO、ボ
ランティア等と連携を図るようにすること。
・一般の国民が、復旧・復興や災害予防等の幅広
い局面において、ボランティア活動に参加する
際の情報提供等の環境整備を行うこと。
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1．はじめに
　柏崎市は、新潟県のほぼ中央部に位置し、市の
南西から東部一帯にかけては、刈羽三山と呼ばれ
ている米山、黒姫山、八石山の山系とその支脈に
よって囲まれ、北西方向は、延長42㎞におよぶ海
岸線が日本海側に面しています。また、世界最大
の原子力発電所である東京電力柏崎刈羽原子力発
電所が立地していることでもよく知られています。
　一般国道352号は、新潟県柏崎市を起点とし、
栃木県河内郡上三川町へ至る道路であり、原子力
発電所災害時の避難経路として柏崎市地域防災計
画に位置づけられているとともに、新潟県地域防
災計画では地震時の第 2次緊急輸送道路にも指定

されている重要な幹線道路です。また、地域住民
の生活道路、周辺の海水浴場を結ぶ観光道路とし
ても極めて重要な役割を担っています。

２．被災の概要
2‒1．地震の発生
　平成19年 7 月16日10時13分頃、新潟県中越沖の
深さ17㎞を震源とするマグニチュード6.8の地震
が発生しました。この地震により、新潟県の柏崎
市、刈羽村で震度 6強を、小千谷市、出雲崎町で
震度 6弱を記録したほか、県内の広い地域で震度
5強から震度 4の強い揺れが観測されました。
　新潟県で震度 6以上の地震を観測したのは、平

平成19年災 一般国道352号道路災害関連事業
について
～被災斜面を迂回するバイパストンネルによる復旧～

……………………………………新潟県柏崎地域振興局地域整備部

富山県

震源

長野県
群馬県

福島県
新潟県

柏崎市

新潟市

山形県

被災箇所

図－ 1　位置図

約
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m

震源　平成19年7月16日10時13分　M6.8 震度6強

被災箇所

柏崎市

柏崎刈羽原子力発電所

一
般
国
道
35
2号

一般
国道
116
号

北
陸
自
動
車
道

一般国道
8号

図－ 2　被災箇所図
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成16年新潟県中越地震で震度 7を記録した以来で
あり、「平成19年（2007年）新潟県中越沖地震」
と命名されました。

2‒2．大規模な斜面の崩壊
　震源地に近い一般国道352号の柏崎市椎谷地区
では、幅約250ｍ、高さ約100ｍの範囲で斜面が崩
壊し、地震直後より全面通行止めを余儀なくされ
ました。また、地震後の降雨により新たな斜面崩
壊が発生するなど、一層被害が拡大している状況
にありました。
2‒3．地質の状況
　当区間の基盤岩は、新第三紀に形成された砂岩
優勢の砂岩泥岩互層からなる椎谷層であり、細粒
から粗粒の砂岩を主体とし、一部に泥岩及びシル
ト岩を数㎝から数10㎝間隔で狭在しています。
　また、地下深部では固結した状態にありますが、
地表に現れると風化が進み、斜面崩壊や地すべり
が発生しやすいという特徴を持っています。

図－ 3　震央分布図

写真－ 1　斜面の崩壊状況

崩壊地

不安定土塊

崩落土砂

脆弱斜面
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椎谷集落

高浜漁港
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崎
→

高
さ
10
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新潟

幅 250ｍ
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写真
－3

崩
壊
B－
4

写真－ 2　斜面崩壊による現道の被災状況

2‒4．斜面の被災状況
　被災斜面は、斜面中部から上部にかけて強風化
岩が厚く分布しており、地震動によって崩壊した
土砂の多くは斜面下部に崩落し、現道を完全に覆
い尽くしました。
　そして、崩落地の背後には、連続した開口亀裂
や段差を伴う不安定土塊が残存し、更なる崩落の
おそれが非常に高い状況にありました。

　また、被災斜面の周辺は、地震による崩壊は免
れたものの、斜面に亀裂などが確認され、地震に
より斜面の脆弱化が急激に進行し、崩壊の危険性
が高くなっている斜面（脆弱斜面）が確認されま
した。
　加えて被災斜面の上部に位置する ｢なだれ防止
保安林 ｣が、地震による斜面崩壊とともに消失し
たため、雪崩発生の危険性も高まりました。

写真－ 3　現道に崩落した土砂
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3．復旧工事の概要
3‒1．災害関連事業の活用
　当区間は、過去にも斜面崩壊や雪崩による被災
で、幾度となく全面通行止めを余儀なくされてき
ました。また、今回の地震により斜面の脆弱化が
進行したこと、｢なだれ防止保安林 ｣が消失した
ことなどから、被災斜面の復旧のみでは、不安定
化または脆弱化した斜面を残存させることとな
り、当区間が再び災害に見舞われることは避けら
れません。
　そこで、中越沖地震を契機とし、崩壊斜面、不
安定土塊及び脆弱斜面を含む一連範囲の再度災害
の防止を図るため、災害関連事業を活用すること
としました。
3‒2．復旧工法の検討
　当斜面の危険要因としては主に 4点が挙げられ

ました。
①崩落地の背後斜面に残存する不安定土塊の崩落
及び崩壊域の拡大
②崩落地に露岩した砂岩泥岩互層の風化の進行に
伴う新たな崩壊の発生
③斜面上部の露岩部における剥離性の岩塊崩落
④「なだれ防止保安林」が崩落し裸地化した斜面
からの雪崩の発生
　復旧工法としては、これらの危険要因を全て解
消できる 3案を比較検討し、トンネル案を採用す
ることとしました。
　この計画は、崩壊斜面、不安定土塊及び脆弱斜
面を含む一連範囲の再度災害防止の目的が達成さ
れ、かつ、トンネルという恒久施設を造ることに
よる安全性、経済性の確保も図られるという合理
的な計画となっています。

現道

崩落土砂
（約1,500ｍ3）

不安定土塊
（約10,000ｍ3）

開口亀裂
崩壊Ｂ－④

崩壊地

約50ｍ

斜面上に
不安定土塊が残存

図－ 4　崩壊斜面の縦断図
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3‒3．災害関連事業の概要
　トンネル名称：椎谷岬トンネル
　復 旧 延 長：Ｌ＝1,140ｍ
　トンネル延長：Ｌ＝886ｍ
　計 画 幅 員：Ｗ＝6.0（9.5）ｍ（トンネル区間）
　　　　　　　：Ｗ＝6.0（11.5）ｍ（明り区間）
　道 路 規 格：第 3種 3級
　設 計 速 度：Ｖ＝50㎞ /h

図－ 6　標準断面図

図－ 5　復旧工法の 3案比較
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※３案比較（災害関連事業申請時）のトンネル延長はＬ＝875ｍとなっているが、現地の地質状況・地形状況を再調査した結果、トンネル延長を延伸する必要が生じた。
　そのため、実施段階においてトンネル延長をＬ＝886ｍとして全体計画変更の承認を受けた。

工事概要

＜親災＞

①仮設工（仮設防護柵工）

②道路上部斜面対策（切土工、法面工、雪崩対策工）

③道路下部斜面対策（擁壁工、舗装工、法覆工）

＜関連＞

①道路上部斜面対策（法面工、雪崩対策工）

内　容

　崩壊斜面及び脆弱斜面を対象に、安定勾配による切土工、法面保護工（安
定勾配よりも緩い場合）、抑止工併用法面保護工などの斜面対策及び雪崩予
防柵、スノーネットなどの雪崩対策工等により現道復旧を行う。

工事概要

ロックシェッド延長　Ｌ＝４２０ｍ

①仮設工１（仮設防護柵工）

②不安定土塊の撤去

③仮設工２（アンカー式土留）

④下部工（杭工）

⑤上部工（ＰＣ）

内　容

工事概要

内　容

　崩壊斜面及び脆弱斜面からの土砂崩落をロックシェッドの設置により防護
し、現道復旧を行う。

トンネル延長　Ｌ＝８７５ｍ（ＮＡＴＭ、機械掘削方式）

①坑口部抱き擁壁、人工地山構築（ソイルセメント）

②機械掘削

③支保工（鋼製支保工、吹付コンクリート、ロックボルト）

④覆工コンクリート

⑤坑門工

　崩壊斜面及び脆弱斜面を迂回し、新たにバイパストンネルを設置する。

☆第３案　トンネル案　→　採　用

○第２案　ロックシェッド案

○第１案　現道復旧案
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明
り
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間L=94�

総　延　長 L=1140�

トンネル区間 L=886�

至
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崎

至�新潟
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り
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間
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被
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面
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総延長　Ｌ＝1,140ｍ

トンネル区間　Ｌ＝886ｍ
新 潟

柏 崎

Ｌ＝94ｍ
明り区間
Ｌ＝160ｍ

観音岬

道路規格：第３種３級
設計速度：Ｖ＝50km/ｈ
幅員構成：明 り 区 間　6.0ｍ（11.0ｍ）
　　　　　トンネル区間　6.0ｍ（9.5ｍ）

図－ 7　全体平面図

終点側工区起点側工区�

�椎谷岬トンネル� Ｌ＝８８６ｍ�

図－ 8　地質縦断図

写真－ 4　災害関連事業全景
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写真－ 5　貫通の瞬間（平成21年 4 月） 写真－ 7　現在の抗内の状況

4．復旧状況
　当区間は、地震直後より全面通行止めを余儀な
くされましたが、原子力発電所の災害時の避難経
路として位置づけられ、地震時の第 2次緊急輸送
道路にも指定されていることから、一日も早い復
旧が求められました。
　そのため、全体計画の1,140ｍ（うちトンネル
延長886ｍ）を起点側と終点側の 2つの工区に分
け、両坑口から工事を進めることとしました。

　工事は、地質状況が非常に良好であったことか
ら両工区ともに順調に進み、平成21年 4 月にトン
ネル上半が貫通しました。
　平成21年 7 月末現在の進捗は、覆工コンクリー
トが全て完了し、明り巻工及びトンネル側溝工な
どを施工している状況にあります。
　なお、今後は平成22年 3 月までの供用開始を目
指し、舗装工事、非常用設備工事、照明設備工事
等を実施することとしています。

写真－ 6　ロードヘッダによる機械掘削 写真－ 8　現在の終点側抗口の状況

5．おわりに
　新潟県における中越沖地震関連の公共土木施設
災害は単独災害と災害関連事業を合わせ、1,241
箇所（うち県工事：単災275箇所、関連 2 箇所、
市町村工事：964箇所）、約200億円に及びましたが、
平成21年 7 月末現在、そのほとんどが復旧工事を
完了し、残るは「椎谷岬トンネル」 1箇所となり

ました。
　今後も、早期復旧を目標に工事の進捗を図って
いきたいと考えています。
　最後になりますが、被災直後からこれまで、多
岐にわたる御指導を頂いた国土交通省河川局防災
課をはじめとする関係機関の方々に、この場を借
りて厚く御礼を申し上げます。
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1．はじめに
　今年の夏は全国各地で豪雨・地震等が猛威を振
るっており、各都道府県の災害担当者におかれま
してもお忙しい夏を過ごされていることと思いま
す。京都府においても ｢ 8 月 9 日～10日の豪雨」
で大きな被害が発生しました。
　さて、今回は「会員だより」の紙面をお借りして、
まず、近年の京都府の災害や今年度の重点的な取
り組みをご紹介するとともに、恐縮ではあります
が、京都府建設交通部砂防課で災害復旧を担当し
ている 4名（写真左から、駒主任、塩見副課長、
糟谷主任、菅井主事）がそれぞれ災害を通して普
段感じていることをお話ししたいと存じます。

2 ．京都府の近年の災害
　京都府の災害発生状況は、平成10年から平成20
年の間、平均すると約606件/年、約44億円/年に
なりますが、グラフに示す通り年によってかなり
バラツキがある状況です。

　特に平成16年は全国各地で大規模な自然災害が
発生しましたが、京都府でも台風や豪雨による被
害を受けました。中でも台風23号は、中北部地域
を中心に各地で日雨量300㎜を超える豪雨となり、
北部を流れる由良川沿いの国道175号は広範囲に
わたって冠水し、観光バスが取り残されて水没す
るなど、人命に関わる重大な被害が発生し、テレ
ビや新聞にも多く取り上げられました。

災害担当雑感
京都府建設交通部砂防課
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　平成16年以降災害は非常に少ない状況が続いて
おりますが、地すべり、ゲリラ豪雨、落雷等被災
原因となる災害の種類が近年多様化しているよう
に思われます。
　特に、昨年象徴的だったのが「ゲリラ豪雨」と
「落雷」です。「ゲリラ豪雨」では過去の大災害に
もまして急激な河川水位上昇を経験しました。右
図は京都府京丹後市を流れる 2級河川福田川の水
位上昇状況です。福田川流域では、 7月28日に時
間雨量110㎜という記録的な降雨により、一気に
水位が上昇。水防団待機水位に達してから、20分
ではん濫注意水位を突破、その後10分で避難判断
水位を突破、さらに30分後には、はん濫危険水位
を突破し、最終的には溢水する事態となりました。
過去の京都府の大災害と比較しても、異常な水位
上昇です。福田川流域には避難準備情報が発令さ
れ、主に丹後土木事務所管内で90箇所の公共土木
施設災害が発生しました。
　次に、「落雷」では、昨年 8月11日、京都府南
丹市美山町にある大野ダム周辺に20分間で62回、
同時に10回落ちるという異常な落雷が発生し、機
器の故障によりダムの洪水調節機能が停止する事

平成16年10月21日　京都新聞 朝刊

○ゲ○ゲリラ豪雨（短時間、局所的豪雨）

７月２８日：未曾有の局地的豪雨

時間時間雨量１１０ｍｍ（観測点：網野橋）

被災被災箇所 決定決定額

京都京都府 ４３４３箇所 ２０２０１，８４４

市町市町村 ４７箇４７箇所 １４１４６，３５５

単位単位：千円

○ゲリラ豪雨（短時間、局所的豪雨）

７月２８日：未曾有の局地的豪雨

時間雨量１１０ｍｍ（観測点：網野橋）

被災箇所 決定額

京都府 ４３箇所 ２０１，８４４

市町村 ４７箇所 １４６，３５５

単位：千円

はん濫危険水位（2.30ｍ）

はん濫注意水位（1.50ｍ）

避難判断水位（1.80ｍ）

平成16年10月21日　毎日新聞 朝刊
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態となりました。大野ダムの洪水調節は、①雨量・
水位データ等からダムへの流入量を予測、②放流
計画の策定、③放流警報の実施 放流開始の手順
で実施されますが、この機能が約 8日間も停止し
ました。実はこのダム、先ほどご紹介した 1級河
川由良川の上流部に位置しており、バスの上に取
り残された方々の生命を最優先して、緊急操作で
限界近くまで貯水する等、懸命の対処がなされた、
我々にとっては思い入れの強いダムです。このダ
ムの貯水によって、下流では水位上昇が57㎝抑制
されました。もし、停止期間中に異常降雨等によ
り放流する事態となれば、手計算による流入・流
出量の算出や下流域へ放流警報の人海戦術による
発動等多大な労力が求められたことは間違いな

○落雷による災害○落雷による災害

○被災設備○被災設備

・テレメータ監視制御装置・テレメータ監視制御装置

・ダム諸量処理装置・ダム諸量処理装置

・流入量予測・帳票処理装置・流入量予測・帳票処理装置

洪水調節機能が洪水調節機能が

8日間停止日間停止

（大雨・洪水注意報あり）（大雨・洪水注意報あり）

○落雷による災害

○被災設備

・テレメータ監視制御装置

・ダム諸量処理装置

・流入量予測・帳票処理装置

洪水調節機能が

8日間停止

（大雨・洪水注意報あり）

落雷データ（平成20年 8 月11日）
著作権者：㈱フランクリン・ジャパン　　

く、そういった出水が発生しなかった事は幸いで
した。
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3．今年度の重点的取り組み
　今年度私たちが重点的に取り組んでいる項目は
以下のとおりです。
⑴　手引きの改正
　京都府では、災害復旧事業を円滑に進めるため
の指針として「公共土木施設災害復旧事業の手引
き」を制定し随時改正を行ってきたところです
が、最近では平成14年を最後に見直しがされてお
らず、近年の災害復旧事業制度の改正内容が反映
されていない状況です。また、平成16年には台風
23号による甚大な被害が発生し、その復旧事業を
実施する過程で、多くの教訓を得たところであり
ます。
　このような状況を踏まえ、昨年より改正作業に
着手し、今年度全面改正することとしています。

⑵　担当者会議の充実
　例年、京都府では出水期を前に府及び市町村の
職員を対象とした災害復旧事業担当者会議を実施
し、また測量設計業協会が開催する災害講習会に
講師として参加する等、災害復旧事業の普及・啓
発に努めているところです。従来は災害復旧事業
に関する知識を持たない職員を対象に基本的な災
害の考え方を伝える研修を実施しておりました。
しかし、 2カ月査定、成功認定の厳格化や新しい
ルール等最近の状況に対応するためには、裾野を
広げるだけでなく、各職場で詳しい災害に関する
知識を基に活躍してもらうリーダーを育てなけれ

ばいけないと考え、今年度より中堅職員向けの担
当者会議を別途開催することとしました。
　また、都市部ではここ何年も災害を経験されて
いない市町村が多くあります。こういった市町村
には研修会に参加してもらうことも大切ですが、
災害査定においてどのような説明をすればよいの
か、そのためにはどんな準備をしなければならな
いのか直に感じてもらうため、実際の査定現場に
参加して頂く研修も企画していきたいと考えてお
ります。

⑶　改良復旧事業採択に向けた事前調整の強化
　改良復旧事業については、平成16年災害で助成
1件、関連 4件が採択されたのを最後に、平成17
年から現在に至るまで本府では採択されていない
状況にあります。
　これはそもそも平成17年以降、大きな災害が発
生していないことが大きな要因ではありますが、
大災害の復旧業務に追われ次の採択の準備が出来
ていない実態もあると思います。
　そこで、今年度はいざ災害が発生した場合に改
良復旧で取り組めそうな箇所を洗い出しデータベ
ースを作成したいと思っています。これについて
は、先進的な取り組みをされている都道府県がご
ざいましたらご教示いただきたいと考えておりま
す。

4 ．災害復旧事業を担当して
●災害担当 1年目の塩見でございます。
　地球温暖化の影響でしょうか、近年局地的な集
中豪雨が各地で発生しています。また、東海・東
南海・南海地震が今世紀前半に発生する確率が高
いと言われています。日頃から災害の発生に備え、
災害が発生した時には迅速に対応する必要があり
ます。
　そのような状況の中、本年の 4月から災害復旧
事業を担当することになりました。各府県の土木
技術者の大半がそうであると思われますが、土木
事務所等で災害復旧に関する業務を経験したこと
はあっても、言わば片手間にこなしてきたという
のが正直なところです。したがって着任以来、災
害復旧担当者会議、実務講習会等に参加して災害担当者会議では演習を中心に実施
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復旧に関する知識の習得、自己研鑽に努めている
ところです。
　京都府の近年の災害については、平成16年の台
風23号抜きに語ることはできません。詳細は前述
のとおりですが、当時私が在籍していた土木事務
所の管内でも甚大な被害が発生しました。豪雨に
より川の水があふれ、土砂崩れ等で道路が寸断さ
れる状況を目の当たりにし、自然の猛威を痛感し
たものです。
　あれから約 5年が経過し、被災箇所のほぼすべ
てにおいて復旧工事が完了しました。復旧に携わ
ってこられた関係者の皆様に敬意を表すととも
に、この経験を生かして災害に強いまちづくりを
進めていく必要があると考えています。
　今後、台風や異常気象による集中豪雨、あるい
は地震といった自然現象によって大きな災害が発
生することが予想されます。それによる被害を最
小限に抑えること、そして災害が発生した場合に
早期に復旧することが求められます。
　被災箇所の早期復旧に関しては、国土交通省に
おいて災害査定の迅速化に取り組まれており、発
災後 2カ月以内に災害査定を実施することとされ
ております。京都府においてもこのルールを遵守
することを最大の目標としております。
　 4月の着任以来、国土交通省防災課及び近畿地
方整備局の関係の方々をはじめ、近畿財務局の主
計実地監査官の方々からいろいろなお話をお聞き
して、災害査定を円滑に進めることが府県の担当
者の仕事であると思っています。
　 9月には第 1次査定が予定されておりますが、
私にとって初めての随行となります。査定官、立
会官の方々にはご迷惑をおかけすると思います
が、精一杯努めたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。

●災害査定の行程検討に頭を悩ませ、最近プライ
ベートは出不精ですが、本来は旅好きの中堅？
技術職員糟

かす

谷
や

でございます。
　災害業務は水防を主とした防災業務と一体で実
務をこなされている方も多いと思います。ここ数
年、局地的豪雨に見舞われることが多く、皆様のご
苦労は計りしれないものと思います。疲れた体を

いたわりながら、引き続き頑張っていきましょう。
　災害復旧事業の業務量は、その年の気象状況に
大きく左右され、また災害査定以外にも様々な業
務を行っておりますが、経験がある方でも実務全
容をとらえにくいと思います。
　そこで、私からは、本庁実務を中心に年間のお
おまかな流れをご紹介します。次頁の災害復旧事
業に係る実務カレンダーを参照下さい。他の都道
府県とは若干方法が異なるかと思いますが、業務
の参考としていただければ幸いです。
　京都府内で昨年発生した災害は特殊な事象もあ
りましたが、比較的平穏であったため、経験して
いないことが多々あります。これからも国と現場
（事務所・市町村）との橋渡し役として精一杯勉
強し対応していきたいと思いますが、現場におか
れても「災害手帳」や「手引き」等を良く読んで
いただき、研修会等に積極的に参加して、災害復
旧実務を習得いただきますようよろしくお願いし
ます。
　また、我々災害担当は土砂災害防止法の土砂災
害警戒区域等指定事務にも補助的に関わっており
ます。京都府でも取り組みが進むにつれ様々な課
題を抱える状況で、先行事例を参考に課題解決に
努めたいと思いますので、関係機関の皆様のご教
示よろしくお願いします。

●査定では昼も勉強、夜も勉強。まだまだ若い盛
りの駒です。
　災害に携わっていて、何よりも重要だと感じる
のが早期復旧です。事務所に在籍中、地域住民か
ら「なぜ早く直さないんだ」と電話で怒鳴られま
した。今でこそ被災から 2カ月以内に査定するい
わゆる「 2カ月査定」が定着していますが、以前
はある程度災害が発生しまとめて査定するやり方
が常態化しており、災害復旧事業は時間がかかる
というイメージがありました。しかしながら、特
に、査定を実施し工事を発注するまでは行政にし
かできない業務であり、責任を持ってできるだけ
早く工事着手し、地域住民の方々に復旧が進んで
いるなと安心を与えるものでないといけないと感
じています。
　 2つ目は、災害復旧は私たちが将来に残す最も
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災害復旧事業に係る年間実務カレンダー
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身近な土木施設だと感じています。通常の事業で
は計画策定や用地買収に多大な時間を要し、自分
が工事まで担当できることは稀ですが、災害は若
いうちに自分が査定を受けた箇所をいろいろ担当
できる身近な工事です。しかし、身近な工事だか
らといって通常事業と同じように将来に残る仕事
ですので「時間がなかった」とか「原形復旧だか
ら仕方ない」等言い訳はできません。とはいいな
がら、大きい声では言えませんが、いろいろ失敗
し学ばせてもらったという意味でも身近な工事と
感じているのかもしれません。
　 3つ目は、災害は申請主義だということです。
査定官や立会官は災害に詳しいといっても、査定
時に初めて現場に来られるわけです。まず現場を
一番知っているのは自分だという気持ちが申請者
には必要です。その上で、被災のメカニズムを解
明し、復旧工法を説明するわけですが、私はその
計画にできるだけ再度災害防止の観点を取り入れ
られるかが重要だと思います。もちろん再度災害
防止といっても、改良的な要素が強すぎると査定
でカットされるでしょう。しかしながら、そこが
申請者の腕の見せ所ではないでしょうか。
　 4つ目は、災害復旧制度をもっと普及させなけ
ればいけないと感じています。そのように思う
理由は、災害は補助率が 2 / 3 と高いうえ、残り
1 / 3 分についても、地方交付税が措置されるた
め、実質地方の負担はほぼゼロで復旧することが
できるからです。しかし、制度がまだまだ理解さ
れていないと感じる瞬間があります。それは「災
害は原形復旧すればよい」と理解されていると感
じる時です。もちろん災害は通常の補助事業と違
い「負担法」ですから、最低限の安全確保に止め
るべきだという意味で、原形復旧が叫ばれている
部分はあると思います。しかしながら、それは当
然被災原因を排除でき、他事業と計画調整した上
での話であって、何も考えずに原形復旧すればよ
いと言うわけではありません。欲を言えば、どん
な災害でも改良復旧や他事業との合併施行等によ
り、既存施設よりよい施設として復旧したいもの
です。
　最後にもうひとつ付け加えさせていただくとす
れば、災害は壊れているものを見る貴重な機会だ

と感じています。もちろんそれがなぜ壊れたか原
因を解明しなければ意味がないことは言うまでも
ありませんが、どういうところが壊れやすいか、
どのくらいの力が加われば壊れるのか体感してい
ることを今後も地域住民に安全な土木施設を提供
していくために、活かして行きたいと感じていま
す。

●縁の下の力持ちになるため頑張る菅井です。
　 3年前砂防課に配属される以前の私は、災害と
言えば、地震や火山の噴火など何十年に一度しか
起こらないものだと思っていました。発生してい
る事実は知っていても自分が体験していないた
め、すぐに忘れてしまっていたように思います。
私は入庁 1年目、主に啓発活動や土砂災害防止法
の指定などに携わりました。
　パネル展などを開催し、平成16年の台風23号の
被災写真などを積極的に展示して、災害について
どうやったら関心を持ってもらえるか、ある意味
では新採間もない私は、府民に近い立場にいると
思いながら頑張りました。また、災害担当から、
時々聞こえてくる「18さい」や「16さい」、それ
に「16さいのじょせいはいくら必要だ」なんて言
葉にお恥ずかしながら、私は勝手な変換をして「16
歳の女性」の話？アルバイトさんでも雇ったのか
なぁなどとおかしなことを考えていました。
　 2年目に初めて災害事務を担当することとなり
ました。 1年目はお金に関わる仕事をしたことが
ありませんでした。だから、災害復旧事業の款項
目を教えてと言われても「かん・こう・もく？」
と漢字にすら変換できませんでしたし、工事雑
費？本工事費？交付決定？というように基本的な
言葉にも？（クエッションマーク）がいつも引付
いている状態でした。本当にいろいろな方に助け
ていただきました。
　こんな私も 3年目になり、ようやく用語やお金
の流れが理解できるようになってきました。 1年
前に比べると幾分心にも余裕があります。とはい
え、いつ大きな災害が発生するかわかりません。
そこで、今できることを進めようとしている一つ
が「手引き」（事務編）の改正です。昨年、自分
が 1度読んだだけでわからなかった用語は、恐ら
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く他の方が読んでもわからないかもしれないし、
災害復旧事業をあまり実施した経験のない市町村
もある。そんなことを考えながら、わかりやすい
ものに改正しようと作業を進めているところで
す。
　最後になりますが、いろいろな方に迷惑を掛け
て進んできましたが、日々災害復旧事業の現場で
奮闘されている市町村さんをはじめ、土木事務所
の方や砂防課の技術担当者のお役に立てるよう努
力していきたいと思います。

いつも、このように優雅で穏やかな由良川であってほしいものです。

5．おわりに
　京都府では平成16年の大災害から 5年、区切り
の年を迎えます。そういえばあの年は、鳥インフ
ルエンザにより全国的に大きな被害がありました
が、今年は新型インフルエンザが……。あまり良
い気分はしませんが、いずれは必ず起こる災害に
日々努力を惜しまず備えてきたいと思います。
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写真と映像で学べる  DVDビデオ付『水防工法の基礎知識』

　突然洪水などが起きた時、人命や財産を守るため、その地域に住んでいる人々が被害を最小限にくいとめよう
とすることを水防活動といいます。状況に応じて、最適な水防工法を実施します。
　本書では、水防に欠かせない『ロープワーク』『準備工』『水防工法』の基礎に加え、『水防技術の応用』や『く
らしへの応用』など、一般・家庭にも役立つ技術を紹介しています。さらに、本書の内容をそのまま映像化した
ビデオ（DVD）も添付いたしました。水防工法の習得・研鑽に最適な教材と確信しております。

ロープワーク

本結び（ほんむすび）
舟結び（ふなむすび）
“の”字結び（ののじむすび）
疣結び（いぼむすび）
髪括し（かみくくし）
鰯結び（いわしむすび）
舫い結び（もやいむすび）

準 備 工

土嚢作り（どのうづくり）
竹尖げ（たけとげ）
杭拵え（くいごしらえ）

水防工法

木流し工（竹流し工）
シート張り工
水防マット工
折り返し工
五徳縫い工（ごとくぬい工）
篭止め工（かごどめ工）
月の輪工
釜段工（かまだん工）
積土のう工（つみどのう工）
改良積土のう工

水防技術の応用

避難ロープ
救命、救助ロープ
簡易水防工法

水防工法の基礎知識内容案内

図書ご案内
平成20年５月発行

くらしへの応用

荷づくり
古新聞の結束
家庭菜園での結び
垣根結び
レジャーテントの張り綱
野外テントの重し結び
物干し用張り綱
長尺物結び、バケツ吊り
トラック結び
舟、ボートの係留

〈資 料〉

河川における防災用語
水防用語
水防工法一覧表

詳細については、㈳全国防災協会ホームページの出版図書案内をご参照下さい。

防災課だより 人 事 異 動
〔河川局関係人事発令〕
△平成21年 8 月 1 日

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考
中見　大志 大臣官房総務課長補佐 河川局水政課付

△平成21年 8 月 7 日

浅野　敬広 河川局水政課訟務調整官 大臣官房付
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A 4 判　424頁　頒価4,000円（消費税込み）　送料協会負担

実務上手放せない本書をぜひお手元に一冊！

最近の自然災害と防災上の課題と対応について   国土交通省河川局防災課水 防 企 画 官　貫　名　功　二
災害採択の基本原則について   国土交通省河川局防災課総括災害査定官　大　谷　博　信
復旧工法のポイントと留意点について   国土交通省河川局防災課総括災害査定官　大　谷　博　信
災害事務の取扱いについて   国土交通省河川局防災課課　長　補　佐　塚　田　政　行
　　Ⅰ　災害復旧制度の概要　　　　　　　　　　Ⅱ　災害報告
　　Ⅲ　災害事務の管理　　　　　　　　　　　　Ⅳ　国庫負担率の算定事務
　　Ⅴ　災害復旧事務の予算　　　　　　　　　　Ⅵ　改良復旧事業等に対する補助制度
　　Ⅶ　災害復旧事業費の精算と成功認定

災害復旧における環境への取組について   国土交通省河川局防災課課　長　補　佐　長　野　拓　朗
災害復旧事業の技術上の実務について   国土交通省河川局防災課課　長　補　佐　長　野　拓　朗
　　―設計積算と工事実施―

改良復旧事業の取扱いと事業計画策定について   国土交通省河川局防災課課　長　補　佐　高　木　　　優
災害査定の留意点について   国土交通省河川局防災課災 害 査 定 官　山　科　勝　嗣
災害査定の迅速化への取り組みについて   岩手県県土整備部砂防災害課技 術 副 主 幹　笹　原　敬　悦
　　～「岩手・宮城内陸地震」での取り組み～

平成17年災 普通河川 山附川河川等災害関連事業について   宮 崎 県 高 千 穂 町 建 設 課土　木　係　長　有　藤　寿　満
　　～清らかなせせらぎと癒し空間を再生する改良復旧～

詳しくはホームページをご覧下さい。

内容案内

新刊ご案内

災害復旧実務講義集（平成21年度版）

A 4判　頒価4,800円（消費税込み）　送料協会負担

平成20年発生災害採択事例集

【概　要】
　本書は、平成20年に発生した災害の概要を記載するとともに、近年の社会情勢の著しい変化を適切に捉え、環
境への配慮や新たな技術の採用など、復旧工法等について様々な工夫を加えた事例について、各地方自治体の方々
のご協力を得て取りまとめたものであります。
　これまでに発刊された各年の採択事例集と同様に、本書が今後の災害復旧の迅速かつ的確な対応並びに災害復
旧事業関係者の技術力の向上の一助となれば幸いです。

1 ．平成20年発生災害について
　⑴　平成20年発生災害の概要
　⑵　主な平成20年発生災害の概要
2 ．平成20年発生公共土木施設災害（国土交通省所管・補助）
の概要

　⑴　決定額及び被害報告額
　⑵　決定額内訳
　⑶　平成20年発生大規模災害箇所一覧表（ 4億円以上）
　⑷　一定災の推移
3 ．平成20年河川等災害復旧助成事業・河川等災害関連事業及
び河川等災害関連特別対策事業の概要

　⑴　総括
　⑵　平成20年河川等災害復旧助成事業の概要
　⑶　平成20年河川等災害関連事業の概要
　⑷　平成20年河川等災害関連特別対策事業の概要

　⑸　平成20年河川等災害特定関連事業の概要
　⑹　平成20年特定小川災害関連環境再生事業の概要
4 ．平成20年発生災害採択事例
　⑴　河川災害復旧工事（補助災害全体に占める割合：約

30％）
　⑵　海岸災害復旧工事（補助災害全体に占める割合：約 9％）
　⑶　砂防・急傾斜・地すべり災害復旧工事（補助災害全体に

占める割合：約 8％）
　⑷　道路災害復旧工事の概要（補助災害全体に占める割合：

約46％）
　⑸　橋梁災害復旧工事の概要（補助災害全体に占める割合：

約 7％）
　⑹　改良復旧工事の概要
参考 1　収録事例特徴別分類表
参考 2　災害査定事務の簡素化

新刊ご案内

平成20年発生災害採択事例集　【目次】

平成21年 5 月発刊

平成21年 5 月発刊
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